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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

「ふくしまの恵みイレブン」に位置付けられているキュウリの含有する栄養成分等の基礎デー
タの取得と、その「見える化」に取り組んだ。 
本研究では、キュウリに含まれるビタミン Cについて、部位別による含有量を測定し、その局

在を可視化した。ビタミン Cは、骨や腱などの結合たんぱく質であるコラーゲン生成に必須の成
分であり、また、近年では抗酸化作用についても注目され、様々な病気の予防に効果が期待され
ている成分である。 
成分の定量値とイメージング画像を合わせて示すことによって、キュウリのおいしさや機能性

等について視覚的に PRすることが可能となる。 
 
（１） 測定には、夏秋キュウリの旬の時期のもの（収穫後 1日目）を用いた。 
（２） キュウリについて部位別にビタミン C を測定した結果、中位から花弁側にかけて多く、ま

た、種子部と果肉部に多く含まれていた(図 1)。 
（３） イメージング質量分析の結果、局在は定量値と同様の傾向が見られ、特に種子周辺と果皮の

内側に局在することが明らかとなった(図 2,3)。 
 
２ 期待される効果 

消費者向けの PRパンフレット等への活用により、おいしさや機能性を視覚的に訴えることがで
きる。 

 

３ 適用範囲 
行政機関、生産者団体、一般消費者等 

 

４ 普及上の留意点 

品種や産地、貯蔵期間によって含有量に差が出る場合がある。 
 

  



   
Ⅱ 具体的データ等 
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※国立大学法人福島大学物品一時使用内規に基づき、超高速食品機能成分質量イメージング装置
を利用した。 

 
図 1 キュウリの部位別ビタミンC含量 
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図 2 キュウリのビタミンCの局在 (輪切り) 

上段；測定組織断面 
下段；ビタミンCの局在を黄色で表示(少  多) 
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図 3 キュウリのビタミンCの局在(縦切り) 

上段；測定組織断面(縦切り 1/４) 
下段；ビタミンCの局在を黄色で表示 

(少  多) 


